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い
る
の
で
す
ね
。

　

も
と
も
と
は
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
調
査
に
取
り
組
ん
だ
の

が
研
究
の
出
発
点
で
す
。
本
稿
も
、最
近
書
い
た
川
村
（2023

）
を
ベ
ー

ス
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
時
間
規
制
が
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
強
化
さ

れ
る
こ
と
で
物
流
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
物
流

二
〇
二
四
年
」
問
題
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
運
転
労
働
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
川
村
雅
則
さ
ん
（
北
海
学
園
大
学
教
授
）
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

─
─
公
務
の
非
正
規
問
題
な
ど
を
精
力
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
本
誌

第
三
〇
号
で
規
制
緩
和
と
貸
切
バ
ス
の
問
題
を
お
話
し
い
た
だ
く
な
ど
、

川
村
さ
ん
は
、
自
動
車
運
送
事
業
・
運
転
労
働
の
調
査
・
研
究
も
さ
れ
て

「
規
制
緩
和
」
が
も
た
ら
し
た

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
の

過
酷
な
現
状

─
─
物
流
2
0
2
4
年
問
題
と
労
働
組
合
へ
の
期
待

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

川
村
雅
則

北
海
学
園
大
学
教
授
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お
け
る
労
働
衛
生
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
が
一
九
七
四
年
に
出
さ
れ

る
な
ど
、
自
動
車
運
転
労
働
の
安
全
衛
生
上
の
問
題
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
一
度
会
社
を
出
発
す
る
と
数
日
間

は
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
が
最
初
に
同
乗
し
た
ト
ラ
ッ

ク
も
、
四
泊
五
日
の
行
程
で
東
京
の
築
地
の
市
場
ま
で
荷
物
を
運
ん
で
、

帰
り
荷
を
積
ん
で
戻
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
荷
扱
い
は
複
数

箇
所
で
、
つ
ま
り
、
運
転
の
途
中
途
中
で
荷
物
を
積
ん
だ
り
降
ろ
し
た

り
。
水
産
加
工
品
の
入
っ
た
重
た
い
箱
を
コ
ン
テ
ナ
一
杯
に
積
み
上
げ

て
い
く
作
業
で
し
た
。
休
養
・
睡
眠
も
、
帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
を
除
け
ば

運
転
室
内
で
と
ら
れ
、

食
事
も
コ
ン
ビ
ニ
食

や
食
堂
で
と
る
な
ど
、

仕
事
の
過
酷
さ
だ
け

で
な
く
、
生
活
（
生

活
習
慣
）
そ
の
も
の

が
仕
事
に
強
く
規
定

さ
れ
て
い
る
の
が
印

象
的
で
し
た
。

低
賃
金
、
長
時
間
労
働
、
過
労
死
…
… 

物
流
の
９
割
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
蔓
延
す
る
労
働
問
題

─
─
な
ぜ
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
調
査
を
？

　

交
通
労
働
は
労
働
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
す
が
、
と
く
に
自

動
車
運
転
職
の
場
合
、
レ
ー
ル
上
を
走
行
す
る
鉄
道
と
違
っ
て
他
の
車

両
や
歩
行
者
も
行
き
交
う
公
道
が
職
場
で
す
。
制
御
不
可
能
な
要
素
が

数
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
も
自
動
車
と
い
う
名
称
で
す
が
、
自
動
操

縦
で
は
別
に
な
く
、
運
転
者
の
判
断
ミ
ス
、
操
作
ミ
ス
が
命
取
り
で
す
。

精
神
的
な
負
荷
が
非
常
に
重
い
。
で
す
か
ら
本
来
は
、
運
転
者
の
状
態

に
十
分
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
す
が
、
後
で
み
る
労
働
規
制
の
弱
さ
も

あ
い
ま
っ
て
、
実
際
は
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
深
夜
時
間

帯
の
輸
送
や
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
働
き

方
も
過
酷
で
す
。

　

こ
の
問
題
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
当
時
は
川
崎
に
あ
っ
た

労
働
科
学
研
究
所
（
現
在
は
桜
美
林
大
学
内
）
か
ら
、
そ
の
名
も
『
自
動

車
運
転
労
働
』
と
い
う
大
著
が
一
九
八
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
産
業
衛
生
学
会
（
運
転
労
働
安
全
委
員
会
）
か
ら
も
「
運
転
労
働
に

北海学園大学教授

川村雅則
北海道生まれ。専門は労働経済。共著に、『キャリ
アに活かす雇用関係論』（世界思想社、2014 年）、『生
まれ、育つ基盤──子どもの貧困と家族・社会』（明
石書店、2019 年）、『最低賃金 1500 円がつくる仕
事と暮らし──「雇用崩壊」を乗り超える』（大月
書店、2018 年）など。労働情報の発信・交流サイ
トである「北海道労働情報 NAVI」を運営。

訂正：上記のうち『キャリアに活かす雇用関係論』の発行年は2024年です。
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ト
ン
ベ
ー
ス
で
国
内
貨
物
輸
送
の
九
割
を
ト
ラ
ッ
ク
が
担
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
「
貨
物
輸
送
の
自
動
車
化
」
に
は
ト
ラ
ッ
ク

運
転
者
の
低
賃
金
・
労
働
条
件
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
村

尾
（1982

）
の
指
摘
の
と
お
り
で
は
、
ま
さ
に
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
問
題
で
労
働
政
策
審
議
会
の
公
益
委
員
を
つ
と
め
て
い
る
首
藤

若
菜
さ
ん
（
立
教
大
学
教
授
）
や
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
橋
本
愛
喜
さ
ん

の
著
作
な
ど
、
二
〇
二
四
年
問
題
を
前
に
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
状
態
が

様
々
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。
過
労
死
の
デ
ー
タ
は
そ
の
象
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

図
表
１
は
過
去
五
年
分
の
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
補
償
状
況
デ
ー
タ

か
ら
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
道
路
貨
物
運
送
業
で
働
く
労
働
者
の
割

合
は
全
産
業
の
三
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
労
災
の
申
請
件
数
で
は

一
六
・
〇
％
、支
給
決
定
件
数
で
は
三
〇
・
一
％
を
占
め
る
最
多
業
種
（
職

種
）
で
す
。
ま
た
労
災
の
支
給
決
定
率
も
、
全
産
業
に
比
べ
る
と
非
常

に
高
い
。
も
ち
ろ
ん
労
災
認
定
が
難
し
い
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
が
、
た

だ
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
場
合
に
は
、
労
災
認
定
の
判
断
で
主
と
し
て

使
わ
れ
る
長
時
間
労
働
の
度
合
い
が
顕
著
で
あ
る
か
ら
、
他
産
業
の
労

働
者
に
比
べ
て
認
定
が
さ
れ
や
す
い
、
と
以
前
に
伺
っ
た
弁
護
士
の
言

葉
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
労
働
力
濫
用
型
」
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
働
き
方
改
革
は
十
分
か
？

─
─
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
も
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
改
定
労
働
基
準
法
に
基
づ
く
時
間
外
労
働
の
規
制
、
そ
し
て
、
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」

（
平
成
元
年
労
働
省
告
示
第
七
号
、
通
称
「
改
善
基
準
告
示
」）
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

少
し
整
理
し
て
述
べ
た
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
二
〇
二
四
年
問
題

で
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
に
対
す
る
労
働
時
間
規

制
の
強
化
に
よ
っ
て
、
輸
送
能
力
が
需
要
に
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
経

済
・
社
会
に
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
ま
ず
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
過
重

労
働
が
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
単
に
運
転
時
間
が
長
時

間
に
及
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
隙
間
な
く
荷
物
を
積
む
た
め
に

一
つ
一
つ
の
荷
物
を
手
で
積
ま
せ
た
り
、
荷
扱
い
作
業
で
平
気
で
何
時

間
も
待
た
せ
た
り
、
契
約
に
な
い
付
帯
業
務
に
従
事
さ
せ
た
り
と
い
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う
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
政
府
・
国
土
交
通
省
の

こ
の
間
の
調
査
で
も
そ
の
片
鱗
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

力
（
働
き
手
）
は
い
く
ら
で
も
い
る
の
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
「
労
働

力
濫
用
型
」
の
輸
送
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
二
四
年
問
題
は
そ
う
い
う
輸
送
の
あ
り
方
、
運
転
者
の
働
か
せ
方

に
猛
省
を
迫
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
荷

主
は
対
価
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
一
連
の
働
き
方
改
革
は
、
運
転
者
の
健
康
や
生
活
を
守

る
上
で
十
分
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
労
使
で
協
定
（
通
称
、
三
六
協
定
）

を
結
び
さ
え
す
れ
ば
時
間
外
労
働
が
青
天
井
で
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
労
働
時
間
規
制
の
脆
弱
さ
の
克
服
が
日
本
で
は
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
八
年
の
働
き
方
改
革
関
連
法
で
導
入
さ
れ

た
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
上
限
規
制
は
、
そ
の
水
準
が
過
労
死
認
定
基

準
と
同
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
よ
う
な
規
制
水
準

さ
え
も
適
用
を
猶
予
さ
れ
た
業
種
・
業
務
を
残
し
た
こ
と
で
批
判
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
自
動
車
運
転
業
務
で
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
の
働
き
方
改
革
・
過
労
死
防
止
よ
り
も
経
済
活
動
へ
の
影
響
回
避
が

優
先
さ
れ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
と

お
り
、
二
〇
二
四
年
「
問
題
」
と
は
、
五
年
の
適
用
猶
予
期
間
の
、
よ

う
や
く
の
終
了
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
。

　

で
は
、
運
転
者
に
も
人
並
み
の
規
制
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

注	 支給決定率は、支給決定件数を請求件数で除して算出。決定件数に占める支給決定件数ではない
点に留意。なお、請求と支給決定は同一年度とは限らない。

出所	 厚生労働省「過労死等の労災補償状況のまとめ」より作成。

図表１	 道路貨物運送業における脳・心臓疾患の 
労災補償状況（2018 年度～ 2022 年度）

全産業 道路貨物
運送業

道路貨物運送業が
占める割合

請求件数 4153 664 16.0% 

支給決定件数 1014 305 30.1 %

支給決定率 24.4% 45.9 % ─
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の
か
、
と
い
え
ば
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
限
規
制
の
一
般
則
へ
の

移
行
は
な
お
検
討
課
題
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
年
間
の
時
間
外

労
働
の
上
限
は
、
一
般
則
の
七
二
〇
時
間
に
対
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
は

年
九
六
〇
時
間
で
す
。
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
に
つ
い
て
も
、

月
一
〇
〇
時
間
未
満
、
二
〜
六
か
月
平
均
八
〇
時
間
以
内
と
す
る
規
制

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

─
─
厚
生
労
働
省
内
に
設
置
さ
れ
た
労
働
政
策
審
議
会
（
労
働
条
件
分
科

会
自
動
車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門
委
員
会
）
で
、「
改
善
基
準
告
示
」
の
見

直
し
作
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
ど
う
で
す
か
。

　

た
し
か
に
改
正
は
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
の
資
料
１
は
「
改
善
基
準
告

示
」
の
改
正
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
で
す
が
、
さ
わ
や
か
な
ト
ー
ン
に
対

し
て
、
書
か
れ
て
い
る
改
正
内
容
は
な
か
な
か
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
拘
束
時
間
。
年
間
の
拘
束
時
間
数
の
原
則
は
三
三
〇
〇
時

間
以
内
で
、
条
件
を
満
た
せ
ば
、
労
使
協
定
で
三
四
〇
〇
時
間
ま
で
さ

ら
に
延
長
が
可
能
で
す
。
一
か
月
の
拘
束
時
間
も
、
原
則
は
二
八
四
時

間
以
内
で
、
同
じ
く
、
条
件
を
満
た
せ
ば
三
一
〇
時
間
ま
で
さ
ら
に
延

長
が
可
能
で
す
（
年
六
か
月
ま
で
）。

　

加
え
て
、
労
働
組
合
側
が
一
一
時
間
以
上
を
求
め
て
い
た
休
息
期
間

（
い
わ
ゆ
る
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
）。
現
行
制
度
下
の
八
時
間
以
上

と
い
う
水
準
は
改
正
さ
れ
た
と
は
い
え
、
九
時
間
を
下
回
ら
な
い
こ
と
、

と
い
う
水
準
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
一
一
時
間
以
上
の
休
息
期
間
を
与

え
る
こ
と
は
努
力
義
務
で
す
。

　

重
大
事
故
の
背
景
に
過
酷
な
労
働
実
態
の
存
在
が
あ
き
ら
か
に
な
っ

た
際
に
、
こ
う
い
う
働
か
せ
方
は
問
題
で
は
な
い
の
か
、
と
取
材
で
聞

資料１ 改善基準告示の改正を
伝えるポスター
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か
れ
ま
す
。
で
も
、
法
規
制
的
に
は
必
ず
し
も
問
題
で
は
な
い
ケ
ー
ス

も
多
い
。「
改
善
基
準
告
示
」
は
「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の

改
善
の
た
め
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
運
転
者
の
労
働

時
間
等
の
労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
現
状
を
追
認
す
る
よ
う
な
水
準
で
あ
っ
て
、
今
回
の

改
正
も
、
十
分
と
は
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。

　

さ
ら
に
補
足
を
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
水
準
さ
え
守
ら
れ
な
い
状

況
が
広
く
み
ら
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
べ
（「
自
動
車
運
転
者
を
使

用
す
る
事
業
場
に
対
す
る
監
督
指
導
、
送
検
等
の
状
況
」）
に
よ
れ
ば
、
例
え

ば
、
二
〇
二
二
年
の
結
果
（
二
〇
二
三
年
七
月
三
一
日
公
表
）
で
は
、
ト

ラ
ッ
ク
の
監
督
実
施
事
業
場
数
が
三
〇
七
九
件
に
対
し
て
、「
改
善
基

準
告
示
」
に
違
反
し
た
事
業
場
数
が
一
七
九
〇
件
（
五
八
・
一
％
）
で
す
。

主
な
違
反
事
項
と
し
て
、
最
大
拘
束
時
間
一
三
一
七
件
、
総
拘
束
時
間

一
〇
一
三
件
、
そ
し
て
休
息
期
間
九
七
七
件
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
（
ほ
か
に
、
連
続
運
転
時
間
や
最
大
運
転
時
間
も
）。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
二
〇
二
四
年
度
か
ら
年
九
六
〇
時
間
に

な
る
と
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
が
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
以
下
、
全

ト
協
）
の
調
査
（「
第
五
回
働
き
方
改
革
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
二
〇
二
三
年

三
月
発
表
）
に
よ
れ
ば
、時
間
外
労
働
時
間
（
法
定
休
日
労
働
を
含
ま
な
い
）

が
年
九
六
〇
時
間
を
超
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
と
い
う
回
答
は
、
全

回
答
事
業
者
の
二
九
・
一
％
を
占
め
て
い
る
─
─
こ
の
よ
う
な
状
況
な

の
で
す
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
過
酷
な
労
働
に
も
関
わ
ら
ず
賃
金
水
準
は
低
い

こ
と
に
も
言
及
し
て
お
き
ま
す
。
図
表
２
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
（
以
下
、
賃
構
）」
で
作
成
し
た
試
算
で
す
が
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
全
産
業
と
ト
ラ
ッ
ク
（
大
型
貨
物
）
と
で
そ
う
大

き
な
差
が
な
か
っ
た
の
が
、
九
〇
年
代
以
降
拡
大
し
て
現
在
に
至
り
ま

す
。
し
か
も
、
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
に
は
長
時
間
労
働
の
結
果
で
得
た
収

入
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
時
間
当
た
り
の
賃
金
格
差
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
賃
構
」
は
事
業
者
に
よ
る
回
答
で
あ
っ
て
実
態
よ
り

も
短
い
時
間
数
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
、

「
拘
束
時
間
」
が
長
い
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
格
差
は
さ
ら
に
大
き
く

な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
賃
金
問
題
（
時
間
当
た
り
の
賃
金
水
準
の
改
善
）
も
視
野
に

入
れ
て
働
き
方
改
革
＝
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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規
制
緩
和
と
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
状
態

─
─
こ
う
し
た
過
酷
な
働
き
方
は
政
策
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
、
と
規
制
緩
和
政
策
を
川
村
さ
ん
は
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

規
制
緩
和
政
策
は
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な

ど
自
動
車
運
送
事
業
全
体
で
、
も
っ
と
言
え
ば
、
聖
域
を
設
け
ら
れ
る

こ
と
な
く
あ
ら
ゆ
る
業
界
・
領
域
で
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
の
規
制
緩
和
は
、
増
車
や
新
規
参
入
な
ど
の
需

給
調
整
規
制
と
運
賃
・
料
金
な
ど
価
格
の
規
制
が
そ
の
主
た
る
内
容
で

す
が
、
ト
ラ
ッ
ク
で
は
、
一
九
九
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
物
流
二
法
（
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
、
貨
物
運
送
取
扱
事
業
法
）
の
施
行
が
皮
切
り
と
な
り

ま
す
。
安
全
上
の
問
題
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、「
経
済
的
規

制
は
原
則
自
由
、
社
会
的
規
制
は
必
要
最
小
限
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
で
規
制
緩
和
は
強
力
に
展
開
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
資
料
２
）。

　

免
許
制
か
ら
許
可
制
へ
と
参
入
障
壁
が
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
運
送

事
業
者
の
参
入
が
相
次
ぎ
ま
し
た
（
図
表
３
）。
当
時
お
よ
そ
四
万
事
業

者
だ
っ
た
の
が
、
六
万
を
超
え
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
最
終

的
な
参
入
要
件
が
最
低
保
有
車
両
台
数
五
台
以
上
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

時間当たり賃金格差

大型貨物 年間収入

全産業 年間収入

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

300

350

400

450

500

550

600

1
9
8
5年

1
9
8
6年

1
9
8
7年

1
9
8
8年

1
9
8
9年

1
9
9
0年

1
9
9
1年

1
9
9
2年

1
9
9
3年

1
9
9
4年

1
9
9
5年

1
9
9
6年

1
9
9
7年

1
9
9
8年

1
9
9
9年

2
0
0
0年

2
0
0
1年

2
0
0
2年

2
0
0
3年

2
0
0
4年

2
0
0
5年

2
0
0
6年

2
0
0
7年

2
0
0
8年

2
0
0
9年

2
0
1
0年

2
0
1
1年

2
0
1
2年

2
0
1
3年

2
0
1
4年

2
0
1
5年

2
0
1
6年

2
0
1
7年

2
0
1
8年

2
0
1
9年

2
0
2
0年

2
0
2
1年

2
0
2
2年

倍

万
円

注 1	 いずれも男性労働者。大型貨物は、営業用大型貨物自動車運転者。
注 2	 時間当たり賃金格差は、年間収入と年間労働時間（ともに試算）に基づき算出。
出所	 厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。

図表２ 全産業、大型貨物の年間収入（試算）の推移及び
時間当たり賃金格差の推移
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も
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
小
零
細
規
模
の
事
業
者
の
ウ
ェ
イ
ト
が
さ
ら

に
増
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
荷
主
と
の
間
の
運
賃
交
渉
力

の
低
下
を
意
味
し
ま
し
た
。

　

歯
止
め
と
な
る
か
の
よ
う
な
幻
想
を
ふ
り
ま
か
れ
た
社
会
的
規
制
に

つ
い
て
も
、
も
と
も
と
、
日
本
で
は
そ
の
水
準
は
低
く
、
し
か
も
、
い
っ

た
ん
市
場
に
参
入
さ
せ
た
後
に
問
題
行
為
・
事
業
者
を
退
出
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
そ
の
よ
う
な
法
制
度
の
つ
く
り
に
そ
も
そ
も
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
、
ト
ラ
ッ
ク
や
貸
切
バ
ス
の
重
大
事
故
と
そ

の
後
の
行
政
の
対
応
か
ら
も
お
分
か
り
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
運
賃
交
渉
力
が
運
送
業
者
か
ら
奪
わ
れ
、
過
剰
な

ま
で
の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
輸
送
や
無
償
労
働
に
応
じ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
、
あ
る
い
は
、
法
に
違
反
し
て
で
も
仕
事
を
獲
得
し
よ
う
と
す

る
運
送
業
者
が
発
生
し
て
い
る
今
日
の
状
況
は
、
政
策
的
に
作
ら
れ
て

き
た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
一
九
九
七
年
に
全
ト
協
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
物
流
二
法
制
定

の
記
録
』
を
あ
ら
た
め
て
読
ん
で
み
ま
し
た
。「
規
制
緩
和
絶
対
反
対
」

決
議
を
あ
げ
る
な
ど
、
規
制
緩
和
に
強
く
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た

全
ト
協
で
し
た
が
、
経
済
同
友
会
、
経
団
連
な
ど
経
済
団
体
か
ら
規
制

緩
和
の
提
言
が
出
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
く
中
で
、
徐
々
に
現
実
的
な
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
く
よ
う
す

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
自
動

車
運
送
事
業
の
中
で
も
ト

ラ
ッ
ク
の
規
制
緩
和
が
早

か
っ
た
背
景
に
は
、
貨
物
輸

送
コ
ス
ト
に
対
す
る
強
い
削

減
志
向
が
経
済
界
の
中
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
今

後
の
改
善
の
可
能
性
を
考
え

る
上
で
も
、
こ
の
あ
た
り
の

こ
と
は
あ
ら
た
め
て
き
ち
ん

と
調
べ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
規
制
緩
和
を

政
府
は
ど
う
評
価
し
て
き
た

か
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年

に
発
表
さ
れ
た
「
規
制
改

革
の
経
済
効
果
─
─
利
用

物流の主役トラック 物流の主役トラック
トラック輸送産業の概況 1

12

◎トラック運送事業法令の見直し 平成2年12月～ 平成15年 4月～ 令和元年6月～

許　可

運賃設定・改定の容易化 運賃設定・改定の更なる容易化

事前届出

順次営業区域を拡大

事後届出

廃　止

5両（全国一律）

安全確保重視の明確化

過労防止・過積載の禁止
（法律にて規定）

元請・下請関係の適正化

免　許

認　可

営業区域

最低車両台数

過労防止・過積載の禁止
（省令にて規定）

事業者ごとに
安全確保の責任

アルコール検知器備え付け義務（23年5月）

元請による下請の安全確保の阻害の禁止

事業用自動車総合安全プラン2020（29年9月）

運行管理者の質の向上

実務経験

行政処分基準の強化（18年8月） 社会保険未加入対策強化（20年7月）

監査方針の強化（25年10月）

法令試験厳格化（25年5月）

行政処分対象の拡大（21年10月）

事前チェック強化（27年6月）

行政処分基準強化（25年11月）

行政処分基準強化（30年7月）

監査機能の強化（18年2月）

参入時の法令試験（20年7月）

適正化事業の法定化 民間指導機関の強化

地方トラック協会による
指導・啓発活動

（局長通達により協会を指導）

試　験

民間指導機関の
明確な権限なし

運行管理者資格の
返納（19年7月）

５両未満の事業者にも
運行管理者選任の義務付け（25年5月）

事業の
参入
事業の
参入

運賃・
料金
運賃・
料金

事業の
範囲
事業の
範囲

事業の
規模
事業の
規模

輸送の
安全
輸送の
安全
輸送の
安全

事業
経営
事業
経営
事業
経営

運行
管理
運行
管理
運行
管理

指導
機関
指導
機関
指導
機関 適正化事業実施機関による

資料提出請求権

Ｇマーク認定制度（15年7月）

適正化事業実施機関からの
速報制度の導入（25年10月）

運行記録計装着義務付け拡大（27年4月）

荷主都合の30分以上の荷待ち時間を乗務記録に記載義務付け（29年7月）

順次引き下げ

経
済
的
規
制

社
会
的
規
制

需給調整規制の廃止

事業者が遵守すべき事項の明確化①輸送の安全に係る義務の明確化②事業の適確な遂行のために守るべき義務の新設（令和元年11月）

規制の適正化①欠格期間の延長等②事業許可の基準の明確化③約款の認可基準の明確化（令和元年11月）

適正化事業実施機関からの速報制度の強化（令和元年11月）

荷役・附帯作業を乗務記録に記載義務付け（令和元年6月）

標準的な運賃の告示（令和2年4月）

改正「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」の適用（令和6年４月予定）

荷主対策の深度化①荷主の配慮義務の新設②荷主勧告制度の強化③国交大臣による荷主への働きかけ等（令和元年7月）

　　 　事業規制等の動向

資料：全日本トラック協会

　平成2年12月に施行された物流二法は、新規参入
事業者の急増ならびに市場競争の激化をもたらしま
した。平成15年4月には自由な経済活動の環境を前
進させるため、貨物自動車運送事業法が改正され、
経済的規制が更に緩和されました。その後、公平な

競争条件に向けた事後チェック体制の強化が順次図
られました。
　また、平成30年12月には、働き方改革の実現を
図るためにトラックドライバーの労働条件を改善す
ることを最優先と位置づけ、そのための規則のあり

各種規制により激変する経営環境

出所	 全ト協『日本のトラック輸送産業 2023』p.12 より転載。

資料２　トラックの経済的規制緩和の内容
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者
メ
リ
ッ
ト
の
分
析
（
改
訂
試
算
）」
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
で

三
兆
四
三
〇
八
億
円
の
政
策
効
果
が
あ
っ
た
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
価

格
の
低
下
分
と
需
要
の
増
加
分
で
試
算
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
規
制
緩

和
政
策
に
対
す
る
こ
う
し
た
政
府
の
評
価
は
、
今
で
も
堅
持
さ
れ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
変
わ
っ
た
の
か
─
─
今
後
を
う
ら
な
う
上
で
明
ら

か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
規
制
緩
和
政
策
が
展
開
さ
れ

て
き
た
結
果
で
も
あ
る
物
流
業
界
の
現
状
を
み
て
も
、
自
由
競
争
一
辺

倒
で
経
済
活
動
が
効
率
化
さ
れ
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
、
む
し
ろ
、

積
極
的
な
政
府
の
介
入
を
進
め
る
べ
き
と
私
は
思
い
ま
す
。

必
要
な
対
策
と
労
働
組
合
へ
の
期
待

─
─
二
〇
二
四
年
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必

要
で
し
ょ
う
か
。

　

労
働
規
制
を
強
化
し
、
生
産
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
段
階
的

に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
後
者
に
つ
い
て
、
二
〇
二
四
年
問
題
を
前
に
政
府
が
矢
継
ぎ
早

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
六
月
に
発
表
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者

年度末

注	 割合は、2022 年 3 月 31 日現在（2021 年度末）。
出所	 国土交通省自動車局貨物課調べ。

図表３　貨物自動車運送事業者数の推移及び規模別にみた 
貨物運送事業者の割合（2021 年度末）
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さ
れ
た
「
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（「
我
が
国
の
物
流

の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
決
定
」）
に
は
、「
商
慣
行
の
見
直
し
」「
物

流
の
効
率
化
」「
荷
主
・
消
費
者
の
行
動
変
容
」
と
具
体
的
な
施
策
が

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
（
資
料
３
）。

　

本
来
支
払
う
べ
き
も
の
を
支
払
わ
ず
に
運
送
事
業
者
・
運
転
者
任
せ

に
し
て
き
た
コ
ス
ト
を
荷
主
側
が
支
払
う
こ
と
や
、
物
流
の
効
率
化
の

実
現
が
必
要
で
す
。パ
レ
ッ
ト
や
コ
ン
テ
ナ
の
規
格
統
一
化
な
ど
の「
物

流
の
標
準
化
」
や
、
中
継
輸
送
の
導
入
、
輸
配
送
の
共
同
化
な
ど
は
物

流
の
効
率
化
、
運
転
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
物
流
の
効
率
化
策
の
中
で
、
高
速
道
路
の
速
度
制

限
の
引
き
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
点
は
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
国
土
交
通
省
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
創
設
な
ど
新
規

性
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
公
正
取
引
の
実
現
の
必
要
性

は
他
業
種
で
も
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
体
制
も
不
十
分
で
す
。
そ
も
そ
も
の
、
荷

主
・
元
請
と
運
送
業
者
と
の
間
の
交
渉
力
の
格
差
や
、
荷
主
・
元
請
の

輸
送
コ
ス
ト
へ
の
削
減
志
向
の
強
さ
を
ふ
ま
え
て
も
、こ
れ
ら
の
政
策
・

施
策
の
実
現
を
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
。
審
議
会
で
も
、
荷
主
・
元
請
側

の
理
解
が
問
題
解
決
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い
て
、
今
回
の
規

制
強
化
レ
ベ
ル
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
貨
物
輸
送
の
混
乱
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
労
働
規
制
の
今
後
の
さ
ら
な
る
強
化
の
必
要
性
を
ふ

ま
え
て
も
、
輸
送
の
省
労
働
力
化
を
い
っ
そ
う
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

① 荷主の経営者層の意識改革・行動変容を促す規制的措置等の導入(※)

② 荷主・物流事業者の物流改善を評価・公表する仕組みの創設
③ 消費者の意識改革・行動変容を促す取組み
④ 再配達削減に向けた取組み（再配達率「半減」に向けた対策含む）
⑤ 物流に係る広報の推進

① 即効性のある設備投資の促進（バース予約システム、フォークリフト導入、自動化・機械化等）
② 「物流GX」の推進

（鉄道・内航海運の輸送力増強等によるモーダルシフト、車両・船舶・ 物流施設・港湾等の脱炭素化等）
③ 「物流DX」の推進

（自動運転、ドローン物流、自動配送ロボット、港湾AIターミナル、サイバーポート、フィジカルインターネット等）
④ 「物流標準化」の推進（パレットやコンテナの規格統一化等）
⑤ 道路・港湾等の物流拠点（中継輸送含む）に係る機能強化・土地利用最適化や物流ネットワークの形成支援
⑥ 高速道路のトラック速度規制（80km/h）の引上げ
⑦ 労働生産性向上に向けた利用しやすい高速道路料金の実現
⑧ 特殊車両通行制度に関する見直し・利便性向上
⑨ ダブル連結トラックの導入促進
⑩ 貨物集配中の車両に係る駐車規制の見直し
⑪ 地域物流等における共同輸配送の促進(※)

⑫ 軽トラック事業の適正運営や輸送の安全確保に向けた荷主・元請事業者等を通じた取組強化(※)

⑬ 女性や若者等の多様な人材の活用・育成

① 荷主・物流事業者間における物流負荷の軽減（荷待ち、荷役時間の削減等）に向けた規制的措置等の導入(※)

② 納品期限（3分の1ルール、短いリードタイム）、物流コスト込み取引価格等の見直し
③ 物流産業における多重下請構造の是正に向けた規制的措置等の導入(※)

④ 荷主・元請の監視の強化、結果の公表、継続的なフォロー及びそのための体制強化（トラックGメン（仮称））
⑤ 物流の担い手の賃金水準向上等に向けた適正運賃収受・価格転嫁円滑化等の取組み(※) 

⑥ トラックの「標準的な運賃」制度の拡充・徹底

１．具体的な施策

（１）商慣行の見直し

（２）物流の効率化

（3）荷主・消費者の行動変容

出所	 我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議「物流革新に向けた政策パッケージ」より。

資料３　「物流革新に向けた政策パッケージ」
にみる具体的な施策
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公
正
取
引
に
関
す
る
青
年
経
営
者
た
ち
と
の
学
習
会
で
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
荷
主
側
か
ら
の
運
賃
削
減
圧
力
に
抗
す
る
た
め

に
事
業
者
同
士
で
運
賃
を
横
並
び
に
し
た
い
、
と
い
う
要
望
に
対
し
て
、

そ
れ
は
カ
ル
テ
ル
に
あ
た
る
の
で
無
理
だ
と
講
師
に
一
蹴
さ
れ
た
際
に
、

で
は
我
々
運
送
事
業
者
は
ど
こ
ま
で
も
運
賃
引
き
下
げ
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
憤
慨
さ
れ
た
の
で
す
。
労
働
組
合
に
よ
る
下
か

ら
の
賃
金
・
労
働
条
件
規
制
を
介
し
た
運
賃
規
制
と
い
う
道
が
運
送
事

業
者
に
共
有
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
運
送
事
業
者
と
労
働
組
合
と

の
共
同
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
に
は
貨
物
自
動
車
運
送
法
が
改
正
さ
れ
、「
標
準
的
な

運
賃
」
の
告
示
制
度
が
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
時

限
的
措
置
で
、
期
限
は
二
〇
二
四
年
三
月
末
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
分
の
間
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
済
的
規
制
の
強
化
が
必

要
な
ほ
ど
に
運
送
業
界
の
価
格
破
壊
が
進
ん
だ
こ
と
の
裏
返
し
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
政
策
動
向
と
賃
金
の
底
上
げ
を
結
び
つ

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

底
上
げ
に
は
特
定
最
賃
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
は
高
知

県
（
金
額
は
九
一
〇
円
）
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の
み
の
よ
う
で
、
研
究
が

必
要
で
す
。
な
お
、
同
一
企
業
内
で
は
あ
り
ま
す
が
、
旧
・
労
働
契
約

す
。

─
─
そ
の
よ
う
な
中
で
労
働
組
合
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、
小
零
細
規
模
の
事
業
者
が
群
生
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
事
業
者
間
の
競
争
に
労
働
組
合
と
し
て
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
労
働
組
合
に
よ
る
労
働
規
制
の
強
化

が
、
輸
送
秩
序
を
確
立
す
る
上
で
不
可
欠
で
す
。

　

古
く
は
ダ
ン
プ
・
一
台
持
ち
の
組
織
化
や
、
近
年
で
は
、
軽
貨
物
の

組
織
化
と
い
う
労
働
組
合
の
実
践
が
み
ら
れ
ま
す
。
労
働
者
保
護
、
集

団
的
労
使
関
係
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
労
働
者
性
が
争
わ
れ
て
き
た

領
域
で
す
。
そ
こ
で
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
と
の
共
同
も
、
一
面
共
闘
・
一
面
闘
争
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
で
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
運
賃
が
買
い
た
た
か
れ
る
状
況

を
防
ぐ
た
め
に
、
運
賃
の
適
正
化
と
賃
金
の
適
正
化
を
結
び
つ
け
る
実

践
で
す
。
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法
第
二
〇
条
を
活
用
し
た
、
非
正
規
雇
用
者
や
退
職
再
雇
用
者
の
賃
金

の
格
差
是
正
に
向
け
た
取
り
組
み
も
、
こ
の
間
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
均
等
待
遇
規
制
を
企
業
の
外
に
も
広
げ
て
い
け
た
ら
、下
請
業
者
・

運
転
者
を
安
価
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
重
層
的
な
下
請
構
造
の
是
正
に

も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
例
え
ば
、
荷
主
・
元
請
側
の
労
働
組
合
と
連
携
し
た
規

制
は
難
し
い
で
し
ょ
う
か
。
荷
主
・
元
請
側
の
責
任
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し
そ
こ
に
労
働
組
合
が
あ
る
な
ら
ば
、
何
ら

か
の
規
制
が
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
規
制
の
性
格
な
ど
は
異
な
り
ま
す
が
、
自
治
体
が
発

注
す
る
工
事
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
（
公
契
約
）
の
適
正
化
・
公
契
約
条

例
の
制
定
に
取
り
組
む
中
で
も
思
う
こ
と
で
す
。
発
注
者
で
あ
る
自
治

体
側
の
労
働
組
合
が
協
力
し
て
、
発
注
条
件
を
適
正
化
し
た
り
、
受
注

先
の
労
働
者
の
組
織
化
を
支
援
す
る
、
と
い
う
手
法
で
す
。

貨
物
輸
送
の
自
動
車
化
の
進
展
に
運
転
者
の
低
賃
金
・
労
働
条
件
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
逆
転
さ
せ
て
、
法
律
と
労
働
組
合
に
よ
っ
て
、

賃
金
・
労
働
条
件
規
制
を
岩
盤
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

川
村
雅
則
（2022

）「「
職
業
運
転
手
の
労
働
条
件
、労
働
実
態
を
考
え
る
」
講
演
報
告
」

『
ク
ル
マ
社
会
を
問
い
直
す
』
第
１
０
９
号
（
２
０
２
２
年
9
月
号
）
17
―
26
頁

川
村
雅
則
（2023

）「
２
０
２
４
年
問
題
と
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
時
間
規
制
・
法

制
度
を
め
ぐ
る
問
題
」『
都
市
問
題
』第
１
１
４
巻
第
10
号（
２
０
２
３
年
10
月
号
）
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―
16
頁

交
通
運
輸
政
策
研
究
会
（2022

）『
交
通
政
策
の
提
言
２
０
２
２
』
交
通
運
輸
政
策
研

究
会
、
２
０
２
２
年
2
月
発
行

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
（2023

）「
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に

向
け
た
検
討
会
最
終
取
り
ま
と
め
」
２
０
２
３
年
8
月

首
藤
若
菜
（2018

）『
物
流
危
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い
』
岩
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書
店

野
沢
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55
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運
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労
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団
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研
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所

橋
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愛
喜
（2020
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イ
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に
も
言
わ
せ
て
』
新
潮
社

村
尾
質
（1982
）『
貨
物
輸
送
の
自
動
車
化
』
白
桃
書
房

労
働
政
策
審
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会
（2022

）「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準

の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）」
２
０
２
２
年
9
月
27
日




